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東燃化学株式会社による微多孔膜（MPF）の生産能力増強について
当社の100％子会社である東燃化学株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長D. L. シュスラー）のスペシャルティ事業に関連して、エクソンモービル ケミカル カンパニー（エクソン モービル　コーポレーションの化学品部門）は本日（米国時間）、ニュースリリースを予定しています。つきましては、リリース内容の日本語抄訳をご紹介いたしますので添付をご参照下さい。
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エクソンモービルグループが日本で微多孔膜の生産能力を増強
～電池用スペシャルティ製品の市場拡大に対応～
日本におけるエクソンモービルグループの一員である東燃化学株式会社（以下 東燃化学）は、那須工場（栃木県那須塩原市）における微多孔膜（MPF）製造装置の生産能力を約50％増強しました。本増強は、リチウムイオン電池のセパレーター市場の成長にともなう旺盛な需要に対応することを目的としています。
エクソンモービル ケミカル カンパニー、ポリマー事業部上級副社長のジム・ハリス（Jim Harris）は、「東燃化学は、電子機器メーカー・電池メーカーに対するセパレーターの供給で業界をリードしており、今回の投資が那須工場における3度目の設備拡張となります。 2004年には、小型電子機器の市場における活発な需要に対応するため、同工場の生産設備を増強しました。今回のさらなる増強により、今後はハイブリッド自動車用の次世代リチウムイオン電池に対する潜在的需要にも積極的に応えられます。」と述べています。
東燃化学は、携帯電話やノートパソコン、デジタルカメラなど小型電子機器のリチウムイオン二次電池のセパレーターとして使われる微細な貫通孔を有する膜を商品化し、生産を行っています。同社の微多孔膜は薄さと強度を兼ね備えており、リチウムイオン電池の信頼性を高めています。また、微細孔が均質なため分離性に優れ、電池の安全性を最大限に高めることができます。電池内の化学反応で過度な熱が発生すると、微多孔膜の孔が閉鎖され、正極と負極の間のリチウムイオンの移動を遮断します。これにより電池のショートや破裂を防ぐことができます。
エクソンモービル・ケミカルグループについて
エクソンモービル・ケミカルグループは、技術、製品の品質、顧客サービスにおいて世界のリーダとしての地位を築いており、150を超える国々で石油化学製品の製造や販売を展開しています。
東燃化学株式会社は、リチウムイオン電池向けセパレーターの主力メーカーです。1991年、世界で初めて商品化されたリチウムイオン電池に同社の製品が採用されました。
注記： エクソンモービル・ケミカルグループとは、世界各国で化学品の製造や販売業を行うエクソン モービル コーポレーションの関連会社の全て、またはその一部を総称しています。
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